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古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

QR コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

脱炭素社会に貢献する「高山市」の実現に向けて

　「ゼロカーボンアクション」とは、できることか
ら始める暮らしを脱炭素化する取組みです。
詳しくは環境省ＨＰ QRをご覧下さい。

◆迫りくる気候変動の影響
　近年、気候変動の影響と考えられる集中豪雨や大型台風が頻発
し、大規模災害が発生するなど市民生活へも多大な影響をもたら
しています。これらは二酸化炭素の増加に伴う地球温暖化の影響
であるとされ、今後、さらに人々や生態系にとって深刻な影響が生
じる恐れがあるといわれています。

◆地球規模で加速化する地球温暖化への取り組み
　2015（平成27）年にパリ協定や持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が
採択され、国際的な枠組みでの地球温暖化対策の取り組みが加速
しています。国内でも、政府により2050年までに二酸化炭素排出
量実質ゼロを目指すことが表明されるなど、地球温暖化対策は世
界規模で取り組むべき共通の課題となっています。

～地球を守るために私たちができること～
　地球温暖化の原因とされる二酸化炭素は、私たちの生活の中で
エネルギーを消費することによって発生しています。二酸化炭素
の発生を抑制するためには、市民・事業者・行政がそれぞれの活動
の中でできることから取り組んでいかなければなりません。少しだ
け今の生活スタイルを変えることで、脱炭素の取組みに貢献しま
せんか？

◎省エネルギーの徹底
家庭や事業所などで使用する電気やガス、灯油、ガソ
リンなどの消費をできるだけ減らしましょう。
●例えば…
・節電、節水を心がける
・省エネ家電を導入する
・低公害自動車に切り替える
・エコドライブを心がける　など
・低公害自動車に切り替える

◎再生可能エネルギーの活用（再エネの活用）
住宅などへの太陽光発電の導入や再生可能エネル
ギー由来の電力に切り替えましょう。
●例えば…
・新築や改築時に太陽光パネル
を導入する
・グリーン電力といわれる再エネ
由来の電力に切り替える　など

◎ごみの分別や再利用等の徹底
●例えば…
・ごみの分別徹底
・使い捨てプラスチック商品の使
用を控える
・食事を食べ残さない　など

・使い捨てプラスチック商品の使

・食事を食べ残さない　など

◎脱炭素活動の推進
二酸化炭素排出量の削減に取り組む活動への参加
やサービスを選択しましょう
●例えば…
・ＣＯ2削減に努める事業者の
サービスを選択する
・環境配慮のマークが付いた
商品を選択する
・地球環境保全活動に参画する　など

・ＣＯ2削減に努める事業者の

・地球環境保全活動に参画する　など

問合せ 　環境政策推進課　☎35-3533

持続可能な開発目標「S
エスディージーズ
DGs」17の目標




